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姫路西霊苑第２期整備事業 



 

１ 経営戦略策定について 

 

 (1) 策定趣旨 

姫路市都市開発整備事業会計は、これまで平成２７年度から令和元年度までの

５年間を取組期間とする「姫路市都市開発整備事業会計経営戦略」（以下「前戦

略」という。）に基づき経営の健全化に取り組んできました。 

会計の健全性を図りつつ、住民生活に身近な社会基盤を整備し、必要なサービ

スを提供していくためには、経営環境の変化に適切に対応し、絶えず見直してい

くことが不可欠です。 

前戦略に続き、将来にわたって安定的に事業を継続していくための中長期的な

経営の基本計画として策定するものです。 

(2) 計画期間 

   令和２年度 ～ 令和１１年度 （１０年間） 

    なお、計画期間の中間年である令和６年度には、前期分の事業の進捗状況につ

いて、点検・評価を実施し、計画を見直します。 

前期（令和２年～令和６年度） 後期（令和７年～令和１１年度）

姫路市都市開発整備事業会計経営戦略（令和２年～１１年度）

点検・評価

見直し

 

公営企業の経営に当たっ
ての留意事項について
(平成26年　総務省通知)

経営戦略策定・改定ガイド
ライン及びマニュアル

検証
整合 整合

姫路市行財政
改革プラン
2019
姫路市定員適
正化計画

姫路市都市開発整備事業
会計経営戦略
平成27年度～31年度

姫路市都市開発整備事業
会計経営戦略
令和2年度～11年度

見直し

経営戦略策定の背景

姫路市行財
政改革プラ
ン2024
姫路市定員
適正化計画
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２ 姫路市都市開発整備事業について 

 

（1）事業の経緯 

「姫路市都市開発事業及び都市整備事業」は、昭和４１年２月に「夢前川整備

事業」、「網干川整備事業」、「土地造成事業」、「名古山霊苑事業」、「宅地開発事業」、

「駅西地区整備事業」の６特別会計を統合し、「姫路市都市開発事業」として住

宅地及びえい地の造成・供給を目的に発足し、その後、昭和４８年に都市基盤整

備事業を追加し、現在に至っています。 

公共による宅地供給事業は、民間事業者の成長に伴い、その役割を終えつつあ

りますが、公有財産（普通財産）の活用・処分を進めるため、一般会計では困難

でも企業会計の手法・ノウハウを活用することで可能となる案件の分譲に取り組

んでいます。 

また、えい地の造成については、社会情勢や価値観の変化はあるものの、従来

型の墓地に対する需要も一定程度あり、姫路西霊苑において第２期整備事業を行

っており、令和２年度に一部完成を予定しております。 

 (2) 公営企業として実施する必要性 

住宅地及びえい地の造成や社会基盤の整備は、財政負担のリスク管理を厳格に

するとともに収支を明確にするためにも公営企業会計により実施する必要があ

ります。 

また、墓地の経営主体は、市町村等の地方公共団体が原則であり、これにより

がたい事情があっても宗教法人又は公益法人等に限られるとされ、永続性の面で

は地方公共団体の方がより適格性が高いとされています。(「墓地経営・管理の

指針等について」(平成 12 年 12 月 6 日付け厚生省生活衛生局長通知)) 
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  ３ 前戦略の評価 

 

（1）総評 

平成３０年度から過去１０年間の収支を見ると、平成２２年度は赤字でしたが、

平成２３年度以降黒字に転換しています。 

主な負債は契約保証金等の流動負債のみで、企業債の発行や借入れはなく、経

営面、財務面ともに安定しています。 

前戦略で経営基盤強化への取組みとして掲げた、①宅地分譲事業については、

姫路駅周辺整備事業用地が平成２９年度に引き渡しを完了し、住宅地事業（安室

地区）についても、令和元年度に売却を終了しております。②霊苑事業における

計画的な墓地供給については、平成２４年度に姫路西霊苑第２期整備事業に着手

し、令和２年度に一部完成し、貸付を開始する予定です。これによって、中期的

な墓地供給は確保されることになります。しかしながら、過去５年間の墓地返還

区画数推移を見ましても、返還墓地は増加傾向であり、今後も市民ニーズの把握、

貸付数及び返還数の動向に注視してまいります。 

           過去１０年間の収支の推移      （単位：千円） 

  
収益的収支 資本的収支 

収入 支出 収支 収入 支出 収支 

Ｈ２１ 575,067 572,353 2,714 0 1,286,219 ▲ 1,286,219

Ｈ２２ 553,293 569,222 ▲ 15,929 0 440,631 ▲ 440,631

Ｈ２３ 578,635 511,328 67,307 0 164,396 ▲ 164,396

Ｈ２４ 547,000 480,616 66,384 0 170,136 ▲ 170,136

Ｈ２５ 512,705 479,277 33,428 0 757,485 ▲ 757,485

Ｈ２６ 1,515,881 1,464,917 50,964 0 713,065 ▲ 713,065

Ｈ２７ 99,240 78,595 20,645 0 218,891 ▲ 218,891

Ｈ２８ 2,274,133 2,101,553 172,580 0 174,527 ▲ 174,527

Ｈ２９ 203,323 182,983 20,340 0 32,600 ▲ 32,600

Ｈ３０ 255,991 215,454 40,537 0 115,844 ▲ 115,844

※資本的収支は企業債の発行や借入れをせず内部留保資金を使用しているため、収入はない。
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姫路駅周辺整備事業 

 

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度
R元年度

(決算見込)
合計

整備内容
用地買収

(有償所管換) 設計委託 造成工事 造成工事 ‐

整備費用 116,190千円 16,862千円 7,857千円 70,493千円 ‐ 211,402千円

販売区画数 ‐ ‐ ‐ 10区画 3区画 13区画

販売額 ‐ ‐ ‐ 176,027千円 50,798千円 226,825千円

　　　　　　　　　　　　　　住宅地事業（安室地区）

 

H27年度 H28年度 H29年度 H30年度
R元年度

(決算見込)
合計

工事内容
Ｌ型擁壁工
(主要構造物)

道路工、水路工、
ブロック積工

地盤安定工
水路工、階段工、
墓地区画整備工

墓地区画整備工、
舗装工、フェンス工

工事費用 104,072 158,466 25,543 46,152 98,580 432,813

　　　　　　　　　　　　　　　　姫路西霊苑２期工事　　　　　　　　　（単位：千円）

 

年度 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30
R元

(決算見込)

名古山霊苑 14 20 26 33 34 38 42 54 63 63

姫路西霊苑 4 3 8 3 2 2 6 5 4 10

片山霊園 1 1 2 0 4 2 3 4 4 5

　　　　　　　　　　　　　　墓地返還区画数推移　　　　　　　　　（単位：区画）
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（2）個別項目の評価 

２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度

①　土　地　造　成　構　成　比　率　　（％） 42.3 42.0 6.2 3.7 1.9

②　固　定　負　債　構　成　比　率　　（％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

③　自　己　資　本　構　成　比　率　　（％） 98.9 95.7 99.7 100.0 99.9

財務比率 ④ 土 地 造 成 対 長 期 資 本 比 率　（％） 48.4 51.5 16.4 14.2 12.9

⑤　土　地　造　成　回　転　率　　（回） 0.51 0.04 1.69 0.73 1.61

⑥　現　金　預　金　回　転　率　　（回） 0.35 0.10 0.08 0.01 0.04

⑦　未　 収 　金 　回 　転 　率　　（回） 5401.34 143.47 1542.40 249.77 10.77

⑧　総 　資 　本 　利 　益 　率　　（％） 0.9 0.4 3.1 0.4 0.7

⑨　総 収 益 対 総 費 用 比 率　（％） 103.5 126.3 108.2 111.1 118.8

⑩ 営 業 収 益 対 営 業 費 用 比 率　（％） 106.9 155.3 111.4 115.7 124.2

分　　析　　項　　目

構成比率

回転率

収益率

 
※姫路市決算審査意見書（姫路市監査委員）を元に作成 

  ① 土地造成構成比率 

    土地の売却が進んだ結果、低下しています。この間、現金及び預金は増加し

ています。 

  ② 固定負債構成比率 ③ 自己資本構成比率  

④ 土地造成対長期資本比率 ⑤ 土地造成回転率 

    固定負債はなく、自己資本構成比率等は、ほぼ 100％となっています。 

  ⑥ 現金預金回転率 

    低位に推移しており、資金的に余裕のある状態です。 

  ⑦ 未収金回転率 

    平成２６年度に長期の未収金は解消されました。 

  ⑧ 総資本利益率 ⑨ 総収益対総費用比率 ⑩ 営業収益対営業費用比率 

    平成２３年度以降黒字に転換し、収益性は安定的に推移しています。 
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分　析　項　目 算　　　　　　　式 備　　　　　　　考

構　成　比　率
①　土　地　造　成 　　　総資産に対する土地造成の占める割合

構　成　比　率　 土　　地　　造　　成　　　 　　を示したもので、比率が大であれば資本
（％）　 総　　　資　　　産　　　 　　の固定化の傾向にあります。

　　　　
②　固　定　負　債 　　　総資本と、これを構成する固定負債

構　成　比　率　 固　定　負　債　 　　の関係を示すもので、比率が小さいほど
（％）　 総　　　資　　　本　　　 　　よいとされています。　　　　

③　自　己　資　本 　　　総資本と、これを構成する自己資本の
構　成　比　率　 自　　己　　資　　本　　 　　関係を示すもので、比率が大であるほど

（％）　 総　　　資　　　本　　 　　経営の安全性が大であるとされています。

財　務　比　率
④　土　地　造　成　対 固定資産＋土地造成　　　 　　　固定資産及び土地造成の調達が自己

長 期 資 本 比 率 資本金＋剰余金+固定負債　      　　資本と固定負債の範囲内で行われるべき
（％）　         　　であるとの立場から、少なくとも１００％以下

　　が望ましいとされています。　　　

回　　転　　率
⑤　土地造成回転率 営　　業　　収　　益 　　　企業の取引量である営業収益と土地造

（回）　 平 均 土 地 造 成 　　成に投下された資本との関係で土地造成
　　の適否をみるためのものです。　　　

⑥　現金預金回転率 当 年 度 支 出 額 　　　１年間に企業から流出した現金預金の
（回）　 平 均 現 金 預 金 　　総額と現金預金在高との関係であり、現

　　金預金の流れの速度を測定するものです。

⑦　未収金回転率 営業収益－受託工事収益 　　　企業の取引量である営業収益と営業未
（回）　 平　均　未　収　金 　　収金との関係で、未収金に固定する金額

　　の適否を測定するものです。

収　　益　　率
⑧　総 資 本 利 益 率 当 年 度 純 利 益　　 　　　企業に投下された資本の総額と、それ

（％）　 平　均　総　資　本　　 　　によってもたらされた利益とを比較したも
　　のです。

⑨　総　収　益　対 総　　収　　益　　 　　　総収益と総費用を対比したもので、収
総 費 用 比 率 総　　費　　用　　 　　益と費用の総体的な関連を示すものです。

（％）　 　　　　　

　　　業務活動によってもたらされた営業収
⑩　営　業　収　益　対 営業収益－受託工事収益　　　　 　　益と、それに要した営業費用とを対比し

　　営 業 費 用 比 率 営業費用－受託工事費用　　　　 　　て業務活動の能率を示すもので、これに
（％）　 　　よって経営活動の成否が判断されるもの

　　です。

×１００

×１００

×１００

×１００

×１００

×１００

×１００

 
・総資産  固定資産 ＋ 流動資産 ＋ 繰延資産 ＋ 土地造成  

・自己資本 資本金  ＋ 剰余金 ＋ 評価差額等 ＋ 繰延収益  

・総資本  負債資本合計  

・総収益  営業収益 ＋ 営業外収益 ＋ 特別利益  

・平 均 （期首 ＋ 期末） ÷ ２  
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４ 経営健全化への取り組み 

 (1) 組織、定員に関する事項 

① 効率的な組織の整備 

平成２４年度に開発課を廃止し、都市計画課に統合。課長以下７名の体制か 

   ら３名の係体制を経て、平成２８年度には２名体制とするなど、更なる定員の

適正化に努めております。今後も、効率的な業務執行体制の構築を進めていき

ます。 

② 定員管理 

職員の定員管理については、引き続き、「姫路市定員適正化計画」に基づき、

効率的な人員配置に努め、全庁的な取り組みの中で、定員適正化を図っていき

ます。 

  (2) 料金その他の収入に関する事項 

公営企業の料金は、公正妥当なものでなければならず、かつ、能率的な経営の

もとにおける適正な原価を基礎とし、公営企業の健全な経営を確保することがで

きるものでなければなりません。 

えい地等の使用料について、貸付数、返還数の動向に注視し、適宜見直しを行

うとともに、適正な使用料の設定を行います。 

  (3) 経営基盤の強化に関する事項 

  ① 企業環境の整備 

公営企業の経営改善のためには、企業環境の整備を図ることが重要であり、

他会計、国、県等の関係機関と連携が必要な事業については、積極的に協力を

求め、円滑な事業の推進に努めます。 

② 資産の有効活用等 

これまでも、過去の事業に係る残地などについては、売却や貸付を行なう等、

有効活用を図ってきました。今後も、保有土地の活用方法の見直しを行うなど、

より一層の資産有効活用を図っていきます。 

また、事業が完了した残地で山林などの活用が見込めないものについては、

一般会計に移管を進めていきます。 

③ 民間委託等の推進 

「民間でできることは民間で」という考え方の下に、アウトソーシングする

ことでサービスのコスト削減と質の向上が図れるものについては、アウトソー
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シングの諸手法の中から 適な手法を検討し、外部委託化の推進を図ります。 

  ④ 土地管理コストの縮減 

保有土地について、安全対策等の工事、境界協定、草刈、土地の確定等管 

理に要する費用については、外部委託を効率的に活用するなど、コストの圧 

縮に努めます。 

  (4) 資金不足比率の見通しとその評価 

計画期間中、資金不足が発生する見込みはありませんが、経済情勢の変化を踏

まえ、さらなる経営基盤の強化を図っていきます。 

  (5) 資金管理・調達に関する事項 

計画期間中、企業債や借入金等の新たな借入れは行わず、内部留保資金により

計画的な事業展開を行うことを基本とします。計画期間中、一般会計からの繰出

金の予定はありません。また、確実かつ効率的な方法で資金の運用による利息収

入の確保に取り組みます。 

(6) 情報公開 

業務予定量や財務状況等について、市ホームページ、広報ひめじ等で情報公開

し、経営の透明性の確保を図ります。 
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 ５ 投資計画 

(1) 投資計画 

霊苑事業では、平成２３年度から実施した名古山霊苑御前山えい域の募集に対

し、多数の応募があったこと、また、姫路西霊苑の残区画数が２００区画を下回

ったことなどを踏まえ、平成２４年度から姫路西霊苑第２期整備事業に着手しま

した。令和２年度に一部区域を完了させ、貸付開始を予定しております。 

また、住宅地事業として、平成２７年度からは、安室幼稚園跡地の分譲とその

周辺道路等の整備事業に着手し、令和元年度に売却を終了しております。 

これらは、姫路市都市開発整備事業会計が有する宅地分譲に関するノウハウ、

人材、資金を活用し、未利用の公有財産（土地）の処分を行ったもので、「姫路

市行財政改革プラン」や「姫路市公有財産利活用基本方針」に沿ったものです。 

また、今後、播磨臨海地域道路事業の進捗にあわせ、都市基盤整備という観点

から代替機能の確保という役割を担っていきたいと考えております。 

今後も、社会経済情勢の推移に伴うサービス需要の動向等を踏まえつつ、財政

負担リスク等に配慮し、事業を進めていきます。 

 

 

 

播磨臨海地域道路事業 

9



 

６ 事業計画 

(1) 宅地分譲・墓地貸付区画数の想定 

① 霊苑事業 

名古山霊苑、姫路西霊苑及び片山霊園の３霊苑（園）全体で墓地供給を行い

ます。 

平成２４年度に着手した姫路西霊苑第２期整備事業では、全体で約４５０区

画程度の供給を予定しており、その内１８８区画を令和２年度から貸付を行い

ます。今後は新たな墓地造成は行わないこととし、現在所管している区画と２

期工事の区画で安定的に墓地を供給してまいります。 

墓地返還数の増加にみられるように、市民の従来型墓地に対する需要は減少

傾向にあります。名古山霊苑の納骨堂は、現在の貸付状況では、約２０～３０

年程度は供給可能と考えられますが、合葬墓や樹木葬など新たなニーズに沿っ

た施設についても調査・研究してまいります。 

貸付区画数の想定   （単位：区画／年度） 

 名古山霊苑 姫路西霊苑 片山霊園 

H30 年度(決算) 54 9 13

令和元年度(決算見込) 46 6 14

令和２年度～３年度 60 50 30

令和４年度～５年度 50 50 20

令和６年度～11 年度 50 35 20

 

② 住宅地事業 

住宅地事業(安室地区)は令和元年度に分譲を完了しております。現在具体的

な案件はありませんが、今後も事業の採算性を精査したうえで、一般会計では

困難でも企業会計であれば可能となる案件の分譲に取り組んでまいります。 

また、その他にも、過去の事業から生じた残地等についても可能な限り売却

を進めていきます。 

 

③ 都市整備事業 

都市整備事業として、播磨臨海地域道路事業を支援するため、用地を事前取

得し基盤整備を行った上で代替機能を提供するなど、一般会計とも連携しなが

ら事業を進めていきます。 
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７　投資・財政計画
(1)収益的収支

年　　　　　　度 平成30年度 令和元年度

区　　　　　　分 （ 決 算 ）
決 算
見 込

１． (A) 251,012 105,254 119,120 119,120 105,080
(1) 251,012 105,254 119,120 119,120 105,080
(2) (B)
(3)

２． 4,978 4,965 5,317 5,617 5,917
(1)

(2)
(3) 4,978 4,965 5,317 5,617 5,917

(C) 255,990 110,219 124,437 124,737 110,997
１． 202,092 78,059 100,232 102,617 79,991
(1) 10,288 10,084 12,956 10,712 10,900

4,401 4,451 4,820 4,598 4,685

5,887 5,633 8,136 6,114 6,215
(2) 178,703 58,137 60,256 60,256 56,831

178,703 58,137 60,256 60,256 56,831
(3) 1,104 1,104 1,104 1,104 1,104
(4) 11,997 8,734 25,916 30,545 11,156

２． 13,362 17,000 21,520 21,520 25,020
(1)
(2) 13,362 17,000 21,520 21,520 25,020

(D) 215,454 95,059 123,752 124,137 105,011
(E) 40,536 15,160 685 600 5,986
(F) 1 1
(G)
(H) 1 1

40,537 15,161 685 600 5,986
(I) 60,877 76,038 76,723 77,323 83,309
(J) 4,968,319 4,691,520 4,674,312 4,487,725 4,306,524

46,634 1,102 1,244 1,247 1,110
105,528 53,389 210,685 162,138 117,016

(K) 3,735 3,600 2,800 2,800 2,800

492 2,000 2,000 2,000 2,000
1,643

( I )
(A)-(B)

(L) - - - - -

(M) 251,012 105,254 119,120 119,120 105,080

- - - - -

(N) - - - - -

(O) - - - - -

(P) - - - - -

(Ｑ) - - - - -

(Ｒ) - - - - -

- - - - -

健 全 化 法 施 行 令 第 ３ 条 第 １ 項 第 ２ 号 ハ に 規 定 す る
土 地 評 価 差 額

健 全 化 法 施 行 規 則 第 ９ 条 第 ３ 号 Ｅ に よ り 算 定 し た
未 売 出 土 地 収 入 見 込 額

健 全 化 法 施 行 令 第 17 条 に よ り 算 定 し た
事 業 の 規 模

健全化法第22条により算定した
資 金 不 足 比 率

(（N）/（Ｒ）×100)

健 全 化 法 施 行 規 則 第 ６ 条 に 規 定 す る
解 消 可 能 資 金 不 足 額

営 業 収 益 － 受 託 工 事 収 益 (A)-(B)
地 方 財 政 法 に よ る
資 金 不 足 の 比 率

(（L）/（M）×100)

健 全 化 法 施 行 令 第 16 条 に よ り 算 定 し た
資 金 の 不 足 額

地 方 財 政 法 施 行 令 第 15 条 第 １ 項 に よ り 算 定 し た
資 金 の 不 足 額

- - - --

う ち 未 払 金
う ち 土 地 前 受 金

累 積 欠 損 金 比 率 （ ×100 ）

う ち 一 時 借 入 金

特 別 損 益 (F)-(G)
当 年 度 純 利 益 （ 又 は 純 損 失 ） (E)+(H)
繰 越 利 益 剰 余 金 又 は 累 積 欠 損 金
流 動 資 産

う ち 未 収 金
う ち 売 出 土 地 （ 簿 価 ）
う ち 未 売 出 土 地 （ 簿 価 ）

流 動 負 債
う ち 建 設 改 良 費 分

収

益

的

収

入

特 別 損 失

材 料 費
そ の 他

減 価 償 却 費
そ の 他

営 業 外 費 用
支 払 利 息

収

益

的

収

支

そ の 他
支 出 計

経 常 損 益 (C)-(D)
特 別 利 益

収

益

的

支

出

営 業 費 用

動 力 費
修 繕 費

補 助 金
他 会 計 補 助 金
そ の 他 補 助 金

長 期 前 受 金 戻 入

収 入 計
そ の 他

職 員 給 与 費
基 本 給
退 職 給 付 費
そ の 他

土 地 等 売 却 収 益

令和３年度 令和４年度

営 業 外 収 益

土 地 等 売 却 収 益
受 託 工 事 収 益
そ の 他

令和２年度

営 業 収 益
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（単位：千円）

105,080 90,080 90,080 90,080 90,080 90,080 90,080
105,080 90,080 90,080 90,080 90,080 90,080 90,080

6,217 6,517 6,547 6,577 6,607 6,637 6,667

6,217 6,517 6,547 6,577 6,607 6,637 6,667
111,297 96,597 96,627 96,657 96,687 96,717 96,747
80,417 65,856 66,299 66,750 67,210 67,679 68,158
11,102 11,308 11,518 11,733 11,951 12,174 12,401
4,779 4,874 4,972 5,071 5,172 5,276 5,381

6,323 6,434 6,546 6,662 6,779 6,898 7,020
56,831 41,837 41,837 41,837 41,837 41,837 41,837

56,831 41,837 41,837 41,837 41,837 41,837 41,837
1,104 1,104 1,104 1,104 1,104 1,104 1,104

11,380 11,607 11,840 12,076 12,318 12,564 12,816
25,020 25,020 25,020 28,020 28,020 28,020 28,020

25,020 25,020 25,020 28,020 28,020 28,020 28,020
105,437 90,876 91,319 94,770 95,230 95,699 96,178

5,860 5,721 5,308 1,887 1,457 1,018 569

5,860 5,721 5,308 1,887 1,457 1,018 569
89,169 94,890 100,198 102,085 103,542 104,560 105,129

4,125,197 4,189,048 4,107,169 4,021,869 3,936,139 3,849,970 3,863,352
1,113 966 966 967 967 967 967

71,894 187,083 156,955 126,827 96,699 66,571 36,443

2,800 2,800 2,800 2,800 2,800 2,800 2,800

2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000

- - - - - - -

105,080 90,080 90,080 90,080 90,080 90,080 90,080

- - - - - - -

- - - - - - -

- - - - - - -

- - - - - - -

- - - - - - -

- - - - - - -

- - - - - - -

- - - - -- -

令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度令和５年度 令和６年度 令和７年度
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(2)資本的収支

年　　　　　度 平成30年度 令和元年度

区　　　　　分 （ 決 算 ）
決 算
見 込

１．

２．

３．

４．

５．

６．

７．

８．

９．

(A)

(B)

(C)

１． 115,844 98,127 32,949

1,179

101,550 87,127 14,000

9,680 9,343 18,302

3,435 1,657 647

２．

３．

４．

５． 200,000 202,000 200,000 200,000

(D) 115,844 298,127 234,949 200,000 200,000

(E) 115,844 298,127 234,949 200,000 200,000

１． 115,844 298,127 234,949 200,000 200,000

２．

３．

４．

(F) 115,844 298,127 234,949 200,000 200,000

(G)

(H)

○他会計繰入金
年　　　　　度 平成30年度 令和元年度

区　　　　　分 （ 決 算 ）
決 算
見 込

企 業 債

建 設 改 良 費 に 係 る 企 業 債

元 利 金 債 等

他 会 計 出 資 金

令和２年度 令和３年度 令和４年度

企 業 債 償 還 金

工 事 負 担 金

他 会 計 補 助 金

計

他 会 計 負 担 金

他 会 計 借 入 金

国 （ 都 道 府 県 ） 補 助 金

固 定 資 産 売 却 代 金

他 会 計 へ の 支 出 金

そ の 他

計
(A)のうち翌年度へ繰り越さ
れる支出の財源充当額

純 計 (A)-(B)

建 設 改 良 費

土 地 買 収 費 ・ 補 償 費

造 成 費

職 員 給 与 費

そ の 他

資

本

的

支

出

資

本

的

収

支

資

本

的

収

入

補 塡 財 源 不 足 額 (E)-(F)

資本的収入額が資本的支出額に
不足する額     　　    (D)-(C)

補

塡

財

源

損 益 勘 定 留 保 資 金

利 益 剰 余 金 処 分 額

繰 越 工 事 資 金

そ の 他

計

建 設 改 良 費 に 係 る 企 業 債 償 還 金

元 利 金 債 等 償 還 金

他 会 計 長 期 借 入 返 還 金

そ の 他

他 会 計 借 入 金 残 高

企 業 債 残 高

令和２年度

う ち 基 準 内 繰 入 金

う ち 基 準 外 繰 入 金

合 計

収 益 的 収 支 分

う ち 基 準 内 繰 入 金

う ち 基 準 外 繰 入 金

資 本 的 収 支 分

令和４年度令和３年度
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（単位：千円）

200,000

200,000

200,000

200,000 100,000 100,000 100,000 100,000 100,000 200,000

200,000 100,000 100,000 100,000 100,000 100,000 200,000

200,000 100,000 100,000 100,000 100,000 100,000

200,000 100,000 100,000 100,000 100,000 100,000

200,000 100,000 100,000 100,000 100,000 100,000

（単位：千円）

令和１１年度令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度

令和１０年度 令和１１年度令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度
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地図番号 事業名・事業場所

田井台 川西台 北夢前台 １丁目 北夢前台 ２丁目

下手野西河原 下手野長ヶ鼻 飾西台 川西字北畑

青山河原田 西蒲田・下横田・上松河原 中松河原・下河原 蒲田・山之段・砂田

前垣内・土々・下湗 蒲田 １丁目 上手野 山崎台

西夢前台 １～８丁目 東夢前台 １～４丁目 英賀宮台 北河原町

2 書写団地 書写土屋ノ段 書写細田 書写台 １～３丁目 書写字西山の下

3 書写さくら台 書写字畑林

4 六角団地 菅生台

5 江鮒団地 甲丘 １～４丁目 字新畑・桜ノ木・平山

6 高丸用地 豊富町御蔭

7 豊富団地 豊富町御蔭

8 加納原田用地 花田町加納原田

9 御国野小 御国野町御着

10 唐端団地 夕陽ヶ丘

11 小丸山用地 御国野町深志野字大丸山 字小丸山 字前田

12 市川団地 市川台 １～３丁目 宮上町 １丁目

13 妻鹿漁港整備事業 白浜町

14 妻鹿 妻鹿東海町

15 灘南部 白浜町宇佐崎南 １丁目

16 旧八木小 木場字前六反

17 八木港 木場字大木庭

18 汐入川 広畑区高浜町 ４丁目

19 上余部 上余部字前畑

20 興浜 興浜字五反田

21 網干川 新在家字網干川 新在家字網干浜 新在家字成亥 余子浜字網干川

22 御立西 御立西 １丁目

23 御立東 御立東 ２丁目

24 清水谷 夢前町置本字清水

25 勝原 勝原区下太田

26 姫路駅周辺整備事業 駅前町 豆腐町

27 安室 田寺八丁目

28 名古山霊苑 名古山町

29 姫路西霊苑 林田町下伊勢

30 片山霊園 香寺町土師

夢前川事業

関係地名

         　　　都市開発整備事業一覧表

1
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飾磨区加茂北

広畑区末広町一丁目

広畑区本町六丁目

広畑区本町一丁目

飾磨区大浜

広畑区末広町三丁目

飾磨区中浜町二丁目

町坪南町

飾磨区玉地一丁目

飾磨区英賀東町一丁目

飾磨区英賀保駅前町

飾磨区英賀西町一丁目

飾磨区英賀宮町一丁目

広畑区本町二丁目

飾磨区都倉一丁目

広畑区清水町一丁目

飾磨区英賀西町三丁目

飾磨区英賀清水町一丁目

網干区大江島古川町

網干区大江島寺前町

飾磨区西浜町一丁目

手柄二丁目

飾磨区中浜町三丁目

広畑区小松町四丁目

飾磨区御幸

飾磨区英賀東町二丁目

飾磨区矢倉町一丁目

飾磨区思案橋

大津区北天満町

広畑区東新町一丁目

広畑区早瀬町二丁目

飾磨区今在家七丁目

飾磨区付城一丁目

苫編南一丁目

飾磨区東堀

飾磨区英賀清水町三丁目

苫編南二丁目

広畑区吾妻町一丁目

飾磨区西浜町二丁目

飾磨区加茂南

広畑区鶴町二丁目

広畑区長町二丁目

飾磨区天神

飾磨区矢倉町二丁目

飾磨区英賀西町二丁目

大津区大津町二丁目

勝原区勝山町

大津区大津町一丁目

広畑区大町三丁目

飾磨区西浜町三丁目

飾磨区付城二丁目

飾磨区中浜町一丁目

広畑区大町一丁目

飾磨区下野田二丁目

飾磨区英賀宮町二丁目

飾磨区鎌倉町

大津区新町二丁目

大津区恵美酒町一丁目

広畑区吾妻町三丁目

飾磨区富士見ケ丘町

広畑区夢前町一丁目

広畑区北野町一丁目

飾磨区今在家二丁目

飾磨区清水

広畑区鶴町一丁目

広畑区長町一丁目

広畑区北野町二丁目

大津区新町一丁目

広畑区高浜町一丁目

広畑区小松町三丁目

広畑区東新町三丁目

飾磨区高町二丁目

広畑区小松町一丁目

広畑区夢前町二丁目

飾磨区高町一丁目

広畑区蒲田三丁目

飾磨区今在家四丁目

広畑区高浜町三丁目

飾磨区構一丁目

広畑区北河原町

飾磨区今在家三丁目

大津区恵美酒町二丁目

飾磨区今在家六丁目

大津区天神町一丁目

広畑区夢前町三丁目

亀山二丁目

広畑区夢前町四丁目

広畑区小松町二丁目

広畑区蒲田二丁目

大津区大津町三丁目

飯田二丁目

飾磨区加茂東

飯田一丁目

網干区北新在家

広畑区蒲田一丁目

玉手四丁目

飾磨区宮

飾磨区蓼野町

飾磨区須加

広畑区京見町

勝原区勝原町

飾磨区構五丁目

飾磨区構三丁目

飯田三丁目

亀山一丁目

手柄一丁目

玉手一丁目

飾磨区玉地

大津区勘兵衛町四丁目

網干区垣内北町

玉手二丁目

飾磨区構四丁目

大津区勘兵衛町一丁目

飾磨区構二丁目

大津区勘兵衛町三丁目

玉手三丁目

大津区天神町二丁目

中地南町

網干区垣内南町

網干区垣内西町

大津区勘兵衛町二丁目

網干区福井

東延末

網干区垣内本町

飾磨区粕谷新町

大津区勘兵衛町五丁目

大津区真砂町

玉手

網干区余子浜

大津区西土井

飾磨区構

広畑区小坂

飾磨区入船町

勝原区大谷

飾磨区英賀

飾磨区加茂

飾磨区恵美酒

網干区坂出

亀山

網干区高田

大津区長松

余部区上川原

大津区平松

網干区田井

勝原区山戸

網干区坂上

飾磨区山崎

手柄

網干区宮内

勝原区朝日谷

広畑区則直

網干区津市場

網干区和久

網干区網干浜

大津区吉美

勝原区下太田

飯田

網干区大江島

勝原区宮田

飾磨区今在家

延末

余部区上余部

勝原区熊見

中地

大津区天満

余部区下余部

西延末

井ノ口

網干区新在家

勝原区丁

岡田

町坪

広畑区才

網干区浜田

飾磨区細江

苫編

網干区興浜

飾磨区中島

広畑区富士町

市之郷町二丁目

南条三丁目

市之郷町四丁目

日出町二丁目

宮西町三丁目朝日町

市之郷町三丁目

大塩町宮前

宮西町四丁目

南畝町一丁目

安田一丁目

飾磨区堀川町

大塩町汐咲一丁目

三条町二丁目

東延末四丁目

延末一丁目

三条町一丁目

飾磨区上野田四丁目

白浜町宇佐崎中三丁目

  別所町別所三丁目

飾磨区上野田五丁目

 別所町佐土三丁目

飾磨区中島三丁目

安田二丁目

白浜町宇佐崎北一丁目

飾磨区上野田六丁目

  別所町別所五丁目

豆腐町

南畝町二丁目

白浜町寺家一丁目

飾磨区三和町

飾磨区阿成中垣内

白浜町神田二丁目

白浜町宇佐崎中二丁目

 別所町佐土二丁目

南条一丁目

飾磨区阿成下垣内

東延末一丁目

南条二丁目

白浜町宇佐崎北二丁目

 別所町別所一丁目

木場前七反町

安田三丁目

別所町佐土一丁目

東延末二丁目

  別所町別所二丁目

白浜町宇佐崎中一丁目

白浜町宇佐崎北三丁目

飾磨区三宅一丁目

白浜町寺家二丁目

神屋町

飾磨区野田町

南畝町

手柄一丁目

白浜町宇佐崎南二丁目

安田四丁目

白浜町宇佐崎南一丁目

栗山町

木場前中町

日出町三丁目

四郷町中鈴

飾磨区中島一丁目

木場十八反町

飾磨区阿成

東延末

北条永良町

北条宮の町

北条一丁目

豊沢町

飾磨区妻鹿常盤町

北条梅原町

飾磨区阿成鹿古

御国野町西御着

南駅前町

佃町

飾磨区阿成渡場

別所町家具町

庄田

四郷町上鈴

飾磨区阿成植木

市之郷

別所町小林

南条

的形町福泊

花田町一本松

四郷町坂元

四郷町本郷

御国野町国分寺

飾磨区妻鹿日田町

御国野町御着

四郷町山脇

白浜町灘浜

四郷町明田

北条

八家

四郷町見野

別所町 佐土新

別所町佐土

木場

飾磨区妻鹿

四郷町東阿保

別所町北宿

奥山

北原

阿保

別所町 別所

兼田

東山

継

的形町的形

大塩町

白浜町

農人町

東雲町一丁目

琴岡町

刀出栄立町

青山南二丁目

船丘町

南車崎一丁目

南車崎二丁目

青山西三丁目

青山南三丁目

田寺山手町

御立中六丁目

新在家二丁目

神子岡前二丁目

東今宿四丁目

地内町

西今宿七丁目

神子岡前一丁目

東辻井二丁目

北夢前台１丁目

御立中二丁目

土山東の町

青山西五丁目

西新町

田寺五丁目

柿山伏

車崎二丁目

神子岡前三丁目

東辻井四丁目

御立西二丁目

辻井三丁目

下手野六丁目

御立北一丁目

車崎一丁目

東今宿五丁目

西夢前台１丁目

田寺七丁目

田寺二丁目

御立西三丁目

青山二丁目

御立中七丁目

御立中五丁目

広畑区蒲田三丁目

御立中八丁目

西今宿四丁目

御立西六丁目

御立西四丁目

田寺一丁目

田寺四丁目

土山三丁目

御立中四丁目

東夢前台２丁目

御立中三丁目

土山一丁目

東辻井三丁目

下手野五丁目

青山南四丁目

土山六丁目

東辻井一丁目

御立西五丁目

土山七丁目

田寺六丁目

土山五丁目

書写台三丁目

辻井六丁目

元町

西今宿二丁目

西今宿五丁目

辻井四丁目

広畑区蒲田二丁目

東今宿六丁目

林田町新町

辻井一丁目

北今宿二丁目

青山五丁目

御立中一丁目

御立西一丁目

南今宿

御立東一丁目

広畑区蒲田四丁目

書写台二丁目

辻井五丁目

青山北一丁目

青山西四丁目

林田町林田

青山西二丁目

広畑区蒲田五丁目

辻井七丁目

御立東三丁目

田寺三丁目

田寺東三丁目

緑台一丁目

西今宿八丁目

田井台

北今宿三丁目

御立東四丁目

下手野三丁目

辻井九丁目

東今宿三丁目

辻井二丁目

土山四丁目

今宿

土山二丁目

青山四丁目

緑台二丁目

下手野四丁目

田寺八丁目

御立東二丁目

青山北二丁目

西今宿六丁目

西今宿一丁目

西今宿三丁目

青山一丁目

青山三丁目

青山西一丁目

山畑新田

田寺東一丁目

青山六丁目

下手野二丁目

白鳥台一丁目

山吹一丁目

御立東六丁目

林田町久保

白鳥台二丁目

辻井八丁目

山吹二丁目

御立東五丁目

田寺東二丁目

菅生台

千代田町

川西台

林田町下構

藤ケ台

青山北三丁目

白鳥台三丁目

下手野一丁目

御立北三丁目

岩端町

御立北二丁目

川西

名古山町

御立北四丁目

夢前町玉田

高岡新町

林田町中構

上手野

町田

井ノ口

林田町上構

六角

林田町林谷

広畑区蒲田

実法寺

岡田

広畑区西蒲田

西庄

刀出

林田町下伊勢

夢前町置本

太市中

青山

夢前町山冨

飾西

相野

石倉

西脇

打越

書写

農人町

米田町

北条口一丁目

市之郷町二丁目

五軒邸一丁目

堺町

市之郷町四丁目

鍵町

日出町二丁目

東雲町一丁目

宮西町三丁目

京町一丁目

朝日町

大黒壱丁町

新在家三丁目

京町二丁目

新在家一丁目

紺屋町

亀井町

市川台二丁目

北条口二丁目

城東町京口台

市之郷町三丁目

吉田町

豊富町甲丘一丁目

十二所前町

船丘町

福中町

五軒邸三丁目

大寿台一丁目

城東町中河原

宮西町四丁目

呉服町

鍛冶町

西駅前町

二階町

新在家本町四丁目

八代本町二丁目

西二階町

南畝町一丁目

平野町

野里上野町一丁目

東駅前町

五軒邸四丁目

野里慶雲寺前町

神屋町二丁目

新在家二丁目

坂元町

北新在家三丁目

立町

城東町五軒屋

小姓町

同心町

地内町

古二階町

増位本町二丁目

東辻井二丁目

城東町野田

五軒邸二丁目

市川台三丁目

増位新町一丁目

北条口三丁目

北八代二丁目

城見台一丁目

野里堀留町

大野町

国府寺町

西新町

豆腐町

柿山伏

鷹匠町

南畝町二丁目

睦町

市川台一丁目

白銀町

神屋町三丁目

上大野二丁目

新在家中の町

新在家本町一丁目

景福寺前

城東町清水

河間町

北八代一丁目

飾東町夕陽ケ丘

元塩町

八代本町一丁目

八代東光寺町

城北新町二丁目

西大寿台

北新在家一丁目

上大野四丁目

丸尾町

城北新町一丁目

材木町

高尾町

城北新町三丁目

上大野六丁目

嵐山町

上大野一丁目

綿町

南町

魚町

双葉町

博労町

増位新町二丁目

北新在家二丁目

久保町

福沢町

北平野一丁目

元町

広峰一丁目

城見町

白国二丁目

神和町

宮上町一丁目

八代緑ケ丘町

下寺町

京口町

北平野五丁目

神屋町

北平野六丁目

総社本町

大善町

御立東一丁目

坂田町

城北本町

西八代町

南新在家

南畝町

坊主町

塩町

忍町

白国三丁目

北平野南の町

日出町三丁目

大寿台二丁目

城見台四丁目

白国一丁目

八代宮前町

北平野台町

北平野四丁目

駅前町

岡町

田寺東四丁目

城見台二丁目

城見台三丁目

南八代町

山野井町

白国五丁目

新在家本町六丁目

田寺東一丁目

楠町

北平野二丁目

南駅前町

幸町

白国四丁目

城東町

上大野三丁目

広峰二丁目

御立東五丁目

千代田町

北平野奥垣内

市之郷

岩端町

八代

飾東町清住

花田町勅旨

飾東町北山

飾東町大釜新

東郷町

花田町一本松

梅ケ谷町

御立北四丁目

西中島

花田町上原田

峰南町

香寺町中仁野

花田町加納原田

伊伝居

花田町高木

上大野七丁目

飾東町志吹

北条

飾東町庄

飾東町小原新

香寺町犬飼

花田町小川

香寺町田野

山田町西山田

飾東町唐端新

飾東町北野

御国野町深志野

飾東町佐良和

山田町牧野

飾東町豊国

広嶺山

野里

白国

飾東町小原

飾東町塩崎

本町

仁豊野

飾東町大釜

飾東町山崎

保城

山田町南山田

飾東町八重畑

夢前町山冨

豊富町神谷

豊富町豊富

香寺町須加院

豊富町御蔭

砥堀

25 勝原

18 汐入川

1 夢前川事業

21 網干川

20 興浜

19 上余部

9 御国野小

14 妻鹿

13 妻鹿漁港整備事業

15 灘南部

17 八木港

16 旧八木小

24 清水谷

4 六角団地

23 御立東

27 安室

22 御立西

1 夢前川事業

2 書写団地

3 書写さくら台

5 江鮒団地

6 高丸用地

7 豊富団地

10 唐端団地

12 市川団地

11 小丸山用地

都市開発整備事業箇所図（概略図）

29 姫路西霊苑

28 名古山霊苑

26 姫路駅周辺整備事業

8 加納原田用地

30 片山霊園
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